
一

は
じ
め
に

　
東
京
都
区
部
の
ご
み
排
出
量
は
、
昭
和
三
十
年
代
か

ら
の
高
度
経
済
成
長
期
に
飛
躍
的
に
増
大
し
、
昭
和
四

十
八
年
秋
の
第
一
次
石
油
危
機
で
若
干
減
少
し
、
さ
ら

に
昭
和
五
十
四
年
の
第
二
次
石
油
危
機
を
経
て
、
そ
の

後
ほ
ぼ
年
間
三
百
八
十
万
ト
ン
で
横
這
い
の
状
態
が
続

い
て
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
六
十
年
代
か
ら
再
び
増
に

転
じ
、
以
後
年
平
均
六
％
の
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
、
昭

和
六
十
三
年
度
に
は
四
百
八
十
七
万
ト
ン
（
産
業
廃
棄

物
を
除
く
）
と
こ
れ
ま
で
の
最
高
の
量
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
四
年
間
で
百
万
ト
ン
、
人
口
百
六
十
万
人
の
札
幌

市
や
人
口
二
百
万
人
の
名
古
屋
市
等
の
年
間
処
理
量
に

匹
敵
す
る
量
の
増
加
を
み
た
こ
と
に
な
る
。

　
ご
み
急
増
の
要
因
は
、
に
わ
か
に
特
定
で
き
な
い
が
、

ご
み
の
組
成
の
経
年
変
化
等
か
ら
、
情
報
化
、
Ｏ
Ａ
化

の
進
展
の
中
で
紙
の
使
用
量
が
増
え
、
折
か
ら
の
円
高

の
影
響
で
古
紙
の
価
格
が
暴
落
し
た
た
め
古
紙
の
回
収

ル
ー
ト
が
衰
退
し
、
大
量
の
紙
が
ご
み
と
し
て
排
出
さ

れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ご
み
は
変
動
す
る
社
会
情
勢
を
敏
感
に
反
映
し
て
お
り
、

最
近
の
ご
み
は
量
だ
け
で
な
く
質
の
面
で
も
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
年
代
初
期
の
ご
み
は
、
厨
芥

類
が
主
体
で
あ
り
、
発
熱
量
は
平
均
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

／
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
低
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
、
紙
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
含
有
が
増
え
、
発
熱
量
は
二
千
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
ご
み
発
熱
量
上
昇
の
影
響
を
受
け
て

古
い
工
場
ほ
ど
焼
却
能
力
が
低
下
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。

　
し
か
し
約
二
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い

う
高
い
カ
ロ
リ
ー
の
ご
み
を
焼
却
処
理
す
る
際
に
発
生

す
る
焼
却
排
熱
は
次
の
よ
う
な
優
れ
た
特
徴
を
有
す
る

都
市
の
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
も
あ
る
。

①
ご
み
を
適
正
に
中
間
処
理
す
る
過
程
で
付
随
し
て
発

生
す
る
副
産
物
と
い
え
る
の
で
、
燃
料
費
が
無
料
と
な

り
経
済
性
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
に
優
れ
て
い
る
。

②
ご
み
焼
却
熱
は
、
そ
の
生
産
に
原
油
な
ど
の
新
た
な

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
な
い
の
で
、
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
に
影
響
さ
れ
ず
、
長
期
に
わ
た
り
安
定
し

た
供
給
が
可
能
で
あ
る
。

　
更
に
、
ご
み
焼
却
排
熱
の
特
徴
を
あ
げ
れ
ば
、
第
一

に
利
用
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
焼
却
炉

で
発
生
し
た
熱
を
廃
熱
ボ
イ
ラ
で
吸
収
し
蒸
気
と
し
て

利
用
で
き
る
た
め
、
発
電
、
給
熱
、

吸
収
式
冷
凍
機
に

よ
る
冷
熱
製
造
等
多
用
途
に
活
用
で
き
る
。

　
第
二
に
量
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
都

二
十
三
区
で
年
間
発
生
す
る
可
熱
ご
み
の
量
は
約
三
百

五
十
万
ト
ン
で
あ
る
。
ご
み
一
ト
ン
当
た
り
ニ
ギ
ガ
カ

ロ
リ
ー
と
し
て
計
算
す
る
と
、
全
量
を
焼
却
し
た
場
合
、

年
間
発
生
熱
量
は
七
千
テ
ラ
カ
ロ
リ
ー
、
そ
の
熱
量
を

石
油
に
換
算
す
る
と
約
七
十
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
相
当

す
る
。

　
反
面
、
ご
み
焼
却
排
熱
を
利
用
す
る
場
合
、
①
一
般

に
清
掃
工
場
が
熱
需
要
地
か
ら
離
れ
て
立
地
し
て
い
る
、

③
排
ガ
ス
中
に
腐
食
性
ガ
ス
を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
、

蒸
気
条
件
を
低
く
抑
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
③
ご
み
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②
清
掃
工
場
に
お
け
る
排
熱
利
用
の
現
状
と
今
後
の
課
題

森
谷
昭
司

は
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に

ご
み
焼
却
排
熱
利
用
の
現
状

今
後
の
課
題
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焼
却
が
目
的
で
あ
る
の
で
、
熱
負
荷
に
追
従
し
て
発
生

熱
量
を
制
御
で
き
な
い
等
の
制
約
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

東
京
都
に
お
い
て
も
発
電
、
近
隣
施
設
へ
の
給
熱
等
に

よ
り
排
熱
利
用
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
大
部
分
の
熱

が
未
利
用
で
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
炭
酸
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖
化
問

題
、
あ
る
い
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
未
利
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、
環
境
政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

上
の
主
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
急
施
を
要
す
る
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
か
か
る
背
景
に
お
い
て
、
清
掃
工
場
を
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
社
会
的
役
割
を
拡

大
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

に
わ
た
り
安
定
し
た
清
掃
事
業
の
運
営
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
ご
み
焼
却
排
熱
利
用
の
拡
大
は
、
今
、
大
き

く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二

ご
み
焼
却
排
熱
利
用
の
現
状

　
東
京
都
が
清
掃
事
業
を
行
っ
て
い
る
都
内
二
十
三
区

を
例
に
取
る
と
、
焼
却
処
分
す
る
こ
と
が
可
能
な
可
燃

ご
み
の
年
間
発
生
量
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
昭
和
六
十

三
年
度
で
年
間
三
百
五
十
万
ト
ン
で
あ
る
。
清
掃
工
場

の
焼
却
能
力
の
関
係
か
ら
、
こ
の
内
の
約
二
百
八
十
万

ト
ン
を
表
－
１
の
十
四
ヵ
所
の
清
掃
工
場
で
焼
却
処
分

し
て
い
る
。
ご
み
焼
却
時
の
発
生
熱
量
は
ご
み
一
ト
ン

当
た
り
の
発
生
量
を
ニ
ギ
ガ
カ
ロ
リ
ー

と
す
る
と
、
年
間
約
五
千
六
百
テ
ラ
カ

ロ
リ
ー
と
な
る
。

　
清
掃
工
場
の
内
部
は
図
－
１
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ご
み
収
集
車
で
搬
入

さ
れ
た
ご
み
は
ご
み
バ
ン
カ
に
貯
蔵
さ

れ
、
ク
レ
ー
ン
で
焼
却
炉
上
部
の
投
入

ホ
ッ
パ
に
投
入
さ
れ
る
。
焼
却
炉
内
に

投
人
さ
れ
た
ご
み
は
、
火
格
子
（
ス
ト
ー

カ
）
上
を
移
動
し
な
が
ら
ご
み
焼
却
熱

に
よ
り
順
次
乾
燥
さ
れ
て
燃
焼
す
る
。

焼
却
残
灰
は
、
炉
下
部
の
冷
却
水
槽
に

落
ち
、
コ
ン
ベ
ア
で
灰
バ
ン
カ
に
送
出

さ
れ
る
。

　
ご
み
焼
却
排
熱
は
、
炉
上
部
に
設
置

さ
れ
た
ボ
イ
ラ
に
よ
り
回
収
さ
れ
る
。

全
清
掃
工
場
を
合
計
し
た
昭
和
六
十
三

年
度
の
熱
バ
ラ
ン
ス
実
績
を
図
－
２
に
、

各
清
掃
工
場
の
ボ
イ
ラ
及
び
タ
ー
ビ
ン

の
仕
様
を
表
－
２
に
示
す
。
な
お
、
建

設
年
度
の
古
い
江
戸
川
及
び
北
清
掃
工

場
に
は
ボ
イ
ラ
を
設
置
し
て
い
な
い
。

　
図
－
２
に
よ
り
そ
の
概
要
を
説
明
す

る
と
、
ボ
イ
ラ
で
回
収
で
き
た
熱
量
は

七
〇
％
で
あ
る
。
回
収
で
き
な
か
っ
た

熱
損
失
の
内
、
最
も
大
き
い
の
は
排
が

清掃工場フローシート図‐１
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表－１　東京都清掃工場一覧
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図‐２　清掃工場熱バランス（全工場）
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表‐2　清掃工場ボイラ・タービン仕様
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ス
持
ち
出
し
熱
量
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
塩
化
水
素
等
に

よ
る
低
温
腐
食
を
防
止
す
る
た
め
排
ガ
ス
温
度
が
二
五

〇
度
程
度
と
高
い
こ
と
に
よ
る
が
、
最
新
の
清
掃
工
場

で
は
、
さ
ら
に
排
ガ
ス
温
度
を
下
げ
る
た
め
耐
触
性
を

考
慮
し
た
エ
コ
ノ
マ
イ
ザ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
他
の

熱
損
失
と
し
て
は
ボ
イ
ラ
壁
、
炉
壁
か
ら
の
放
熱
、
焼

却
残
灰
保
有
熱
量
等
が
あ
る
。
ボ
イ
ラ
で
回
収
さ
れ
た

熱
の
利
用
内
訳
は
、
二
三
％
（
発
生
熱
量
に
対
し
て
、

以
下
同
様
）
を
工
場
内
で
使
用
し
、
近
隣
施
設
、
地
域

冷
暖
房
用
給
熱
に
一
・
四
％
、
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
で
電

力
に
交
換
さ
れ
る
熱
が
六
％
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
発
生
熱
量
に
対
し
て
四
〇
％
（
約
二

千
二
百
テ
ラ
カ
ロ
リ
ー
／
年
、
石
油
換
算
で
二
十
二
万

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）
が
現
在
未
使
用
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
内
、
一
二
％
の
熱
が
ボ
イ
ラ
で
発
生
し
た
蒸
気
の
ま

ま
復
水
さ
れ
て
お
り
、
二
八
％
が
発
電
後
の
利
用
可
能

な
排
熱
で
あ
る
。

①
－
排
熱
利
用
に
よ
る
発
電

　
ご
み
焼
却
排
熱
を
利
用
し
た
発
電
は
、
欧
州
で
は
比

較
的
古
く
か
ら
例
が
あ
る
も
の
の
、
わ
が
国
で
は
昭
和

三
十
九
年
に
竣
工
し
た
大
阪
市
の
西
淀
清
掃
工
場
が
最

初
で
あ
る
。
東
京
都
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
、

練
馬
清
掃
工
場
に
千
五
百
ｋ
Ｗ
の
発
電
機
を
設
置
し
、

こ
れ
以
後
建
設
し
た
清
掃
工
場
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

発
電
機
を
設
置
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
昭
和
五
十
年
以
前
に
建
設
し
た
清
掃
工
場
に

つ
い
て
は
、
電
力
会
社
に
対
し
て
余
剰
電
力
の
逆
送
電

が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
所
内
使
用
電
力
を
賄
う

程
度
と
い
う
こ
と
で
取
り
扱
い
の
客
易
な
背
圧
タ
ー
ビ

ン
を
採
用
し
、
余
剰
蒸
気
の
一
部
を
使
用
し
て
発
電
し

て
い
る
た
め
、
発
電
出
力
が
小
さ
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　
昭
和
五
十
一
年
に
逆
送
電
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
後
、

電
力
会
社
が
余
剰
電
力
を
買
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
昭
和
五
十
一
年
以
降
に
建
設
さ
れ
た
清
掃
工

場
の
大
部
分
は
、
余
剰
蒸
気
の
全
量
を
発
電
に
使
用
す

る
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
効
率
の
良
い
復
水
タ
ー
ビ
ン

を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
発
電
出
力
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
設
計
ご
み
発
熱
量
が
上
が
っ

て
い
る
た
め
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
練
馬
清
掃

工
場
と
同
一
焼
却
規
模
（
日
量
六
百
ト
ン
）
の
目
黒
清

掃
工
場
（
建
設
中
）
に
お
け
る
発
電
出
力
は
一
万
一
千

ｋ
Ｗ
で
あ
る
。

　
現
在
、
東
京
都
で
発
電
機
を
設
置
し
て
い
る
清
掃
工

場
（
十
二
工
場
）
の
発
電
出
力
合
計
は
八
万
三
千
四
百

ｋ
Ｗ
で
あ
る
が
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
は
五
万
六
千
四

百
ｋ
Ｗ
で
約
三
億
七
千
万
ｋ
Ｗ
ｈ
発
電
し
、
半
分
強
の

一
億
九
千
万
ｋ
Ｗ
ｈ
を
電
力
会
社
に
逆
送
電
し
て
約
十

四
億
円
の
収
人
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
清
掃
工
場
所
内

使
用
電
力
の
九
四
％
を
発
電
で
賄
っ
て
い
る
。

　
総
合
発
電
熱
効
率
は
、
全
清
掃
工
場
平
均
で
は
約
六

％
で
あ
る
が
、
背
圧
タ
ー
ビ
ン
を
設
置
し
て
い
る
工
場

で
五
％
、
復
水
タ
ー
ビ
ン
を
設
置
し
て
い
る
工
場
で
も

一
五
％
程
度
と
、
一
般
の
発
電
用
タ
ー
ビ
ン
の
総
合
発

電
熱
効
率
四
〇
％
程
度
に
比
較
し
て
低
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
①
燃
焼
ガ
ス
中
の
腐
食
性
物
に
よ
る
高
温
腐

食
の
た
め
ボ
イ
ラ
蒸
気
条
件
が
圧
力
で
三
〇
㎏
／
㎝
2
Ｇ
、

過
熱
温
度
で
三
五
〇
度
程
度
以
下
に
抑
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
②
清
掃
工
場
の
立
地
上
の
理
由
か
ら
空
冷
式
蒸

気
復
水
器
を
使
用
し
て
い
る
た
め
真
空
度
を
高
め
ら
れ

な
い
こ
と
等
に
よ
る
。

　
原
単
位
に
つ
い
て
見
る
と
、
ご
み
一
ト
ン
当
た
り
の

発
電
量
は
復
水
タ
ー
ビ
ン
で
約
三
百
ｋ
Ｗ
ｈ
、
背
圧
タ
ー

ビ
ン
で
約
百
二
十
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
る
。
な
お
、
ご
み
一
ト

ン
当
た
り
の
電
力
使
用
量
は
百
ｋ
Ｗ
ｈ
前
後
で
あ
る
か

ら
、
復
水
タ
ー
ビ
ン
で
は
、
所
内
使
用
に
対
し
三
倍
の

発
電
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

②
－
近
隣
施
設
へ
の
給
熱

　
東
京
都
に
お
い
て
は
、
表
－
１
に
示
す
よ
う
に
す
べ

て
の
清
掃
工
場
で
、
近
隣
の
区
民
セ
ン
タ
ー
、
プ
ー
ル
、

植
物
園
、
老
人
福
祉
施
設
等
へ
給
熱
を
行
っ
て
い
る
。

給
熱
方
式
と
し
て
は
、
温
水
直
送
ま
た
は
高
温
水
方
式

を
用
い
て
い
る
。

　
温
水
直
送
方
式
は
、
清
掃
工
場
内
に
設
置
し
た
熱
交

換
器
で
蒸
気
に
よ
り
七
〇
～
八
〇
度
の
温
水
を
造
り
、

ポ
ン
プ
で
近
隣
施
設
に
搬
送
し
て
温
水
を
直
接
給
湯
等

調査季報108-90.1223
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に
使
用
す
る
方
式
で
あ
る
。
高
温
水
方
式
は
、
清
掃
工

場
内
に
設
置
し
た
熱
交
換
器
で
一
三
〇
度
程
度
の
高
温

水
を
造
り
、
近
隣
施
設
内
に
設
け
た
熱
交
換
器
と
の
間

を
循
環
さ
せ
て
、
熱
の
み
を
送
る
方
式
で
あ
る
。
高
温

水
方
式
は
、
暖
房
は
も
ち
ろ
ん
吸
収
式
冷
凍
機
を
用
い

て
冷
房
に
も
使
用
出
来
る
な
ど
利
便
性
が
高
い
こ
と
か

ら
、
今
後
設
置
し
て
い
く
給
熱
設
備
に
つ
い
て
は
主
に

高
温
水
方
式
と
す
る
方
針
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
東
京
都
の
ご
み
焼
却
排
熱
量
全
体
か
ら
見

る
と
、
近
隣
施
設
へ
の
熱
供
給
量
は
僅
か
〇
・
五
％
に

過
ぎ
な
い
。
江
東
清
掃
工
場
で
は
、
夢
の
島
総
合
体
育

館
、
熱
帯
植
物
館
と
い
っ
た
比
較
的
大
き
な
熱
需
要
先

を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
工
場
の
ご
み
焼

却
排
熱
量
に
対
す
る
給
熱
量
の
割
合
は
Ｉ
・
五
％
程
度

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
当
大
規
模
な
プ
ー
ル
、
植

物
園
等
を
清
掃
工
場
近
隣
に
設
置
し
て
も
、
量
的
に
は

有
効
な
利
用
先
と
は
な
り
得
な
い
こ
と
を
、
こ
の
数
字

は
表
し
て
い
る
。

ア
八
潮
団
地
へ
の
給
熱

　
品
川
八
潮
団
地
に
は
、
住
宅
が
約
五
千
二
百
戸
、
学

校
が
五
校
、
店
舗
、
銀
行
、
保
育
園
等
業
務
施
設
が
十

六
施
設
あ
り
、
図
－
３
の
よ
う
に
熱
供
給
会
社
の
給
熱

プ
ラ
ン
ト
よ
り
熱
を
供
給
し
て
い
る
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
実
績
を
見
る
と
、
大
井
清
掃
工

場
か
ら
の
年
間
熱
供
給
量
は
約
四
十
テ
ラ
カ
ロ
リ
リ
、

熱
供
給
設
備
客
量
に
対
す
る
利
用
率
は
二
二
％
、
当
工

場
ご
み
焼
却
排
熱
に
対
す
る
熱
供
給
量
の
割
合
は
七
％

と
な
っ
て
い
る
。

イ
光
が
丘
団
地
へ
の
給
熱

　
練
馬
清
掃
工
場
光
が
丘
分
工
場
か
ら
光
が
丘
団
地
給

熱
プ
ラ
ン
ト
へ
の
熱
供
給
は
、
高
温
水
を
用
い
て
い
る

八
潮
団
地
と
異
な
り
図
－
４
の
よ
う
に
、
発
電
排
熱
を

利
用
し
て
い
る
。
即
ち
、
清
掃
工
場
の
ボ
イ
ラ
か
ら
発

生
し
た
蒸
気
を
、
先
ず
工
場
内
の
復
水
タ
ー
ビ
ン
（
四

千
ｋ
Ｗ
）
に
通
し
て
発
電
し
、
タ
ー
ビ
ン
出
口
蒸
気
を

復
水
す
る
過
程
で
得
ら
れ
る
熱
を
、
温
水
（
四
五
度
）

の
形
で
、
給
熱
プ
ラ
ン
ト
に
送
熱
し
て
い
る
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
実
績
で
、
光
が
丘
分
工
場
か
ら

給
熱
し
た
熱
量
は
年
間
約
三
十
三
テ
ラ
カ
ロ
リ
ー
、
熱

供
給
設
備
客
量
に
対
す
る
利
用
率
は
四
八
％
、
当
工
場

ご
み
焼
却
排
熱
に
対
す
る
熱
供
給
量
の
割
合
は
二
八
％

で
あ
る
。

今
後
の
課
題

電
が
現
状
の
技
術
で
も
可
能
な
こ
と
か
ら
、
大
き
な
熱

需
要
先
が
見
込
め
な
い
場
合
は
、
発
電
は
有
効
な
利
用

方
法
で
あ
る
。
加
え
て
発
電
電
力
の
余
剰
を
電
力
会
社

が
引
き
取
る
な
ら
、
電
力
会
社
の
送
電
線
網
を
通
じ
て

余
剰
電
力
を
特
別
な
コ
ス
ト
な
し
に
需
要
先
ま
で
輸
送

で
き
、
電
力
需
要
は
大
き
い
の
で
、
発
電
に
使
用
可
能

な
蒸
気
す
べ
て
を
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
問
題
は
、
総
合
発
電
熱
効
率
が
最
新
の
設
備
で
も
一

五
％
程
度
と
低
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
①
高

温
腐
食
対
策
を
行
っ
て
ボ
イ
ラ
蒸
気
条
件
を
高
く
す
る
、

②
タ
ー
ビ
ン
排
気
復
水
方
式
を
検
討
し
て
真
空
度
を
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
タ
ー
ビ
ン
熱
落
差
を
大
き
く
し
て
、

タ
ー
ビ
ン
熱
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
等
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

②
－
地
域
熱
供
給
へ
の
利
用

　
熱
需
要
先
と
し
て
、
区
民
セ
ン
タ
ー
、
温
水
プ
ー
ル

等
の
公
共
施
設
だ
け
で
は
熱
需
要
量
が
小
さ
い
こ
と
か

ら
、
熱
需
要
の
大
き
い
地
域
冷
暖
房
に
清
掃
工
場
排
熱

を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
冷
房
用
の
冷
水
製

造
に
二
重
効
用
吸
収
式
冷
凍
機
を
使
用
し
た
と
し
て
も
、

蒸
気
条
件
は
八
㎏
／
㎝
2
Ｇ
で
あ
り
、
九
〇
度
の
温
水
を

製
造
す
る
に
は
、
大
気
圧
を
少
し
上
回
る
程
度
の
蒸
気

圧
力
で
十
分
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
熱
供
給
を
主
体
に
排
熱
利
用
を
行
う

場
合
で
も
、
蒸
気
を
所
内
使
用
電
力
を
賄
う
程
度
の
抽
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ご
み
焼
却
排
熱
利
用
の
今
後
の
方
向
は
、
技
術
開
発

の
動
向
、
清
掃
工
場
の
立
地
条
件
等
を
勘
案
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

①
－
ご
み
焼
却
排
熱
に
よ
る
発
電
の
拡
大

　
電
気
は
、
多
用
途
に
使
え
て
扱
い
易
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
。
清
掃
工
場
所
内
使
用
電
力
の
三
倍
程
度
の
発

三
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図‐３　品川八潮地域冷暖房給湯システム

調査季報108－90.12

図‐４　光が丘地域冷暖房給湯システム
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気
タ
ー
ビ
ン
で
先
ず
使
用
し
、
タ
ー
ビ
ン
使
用
後
の
蒸

気
で
冷
水
、
温
水
製
造
を
行
う
電
熱
複
合
シ
ス
テ
ム
が
、

熱
利
用
上
か
ら
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
熱
供
給
を
行
う
場
合
の
問
題
点
と
し
て
、
①
清

掃
工
場
近
隣
地
域
は
一
般
に
一
戸
建
住
宅
が
多
く
、
熱

需
要
密
度
が
小
さ
い
た
め
、
熱
供
給
区
域
が
広
範
囲
と

な
る
、
②
既
成
市
街
地
に
熱
供
給
す
る
場
合
、
配
管
敷

設
費
が
高
額
に
な
る
、
③
清
掃
工
場
が
定
期
点
検
、
故

障
等
で
給
熱
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
熱
源
が
必
要
と
な
る
、
④
ご
み
焼
却
排
熱
が

熱
源
と
い
う
こ
と
で
、
給
熱
単
位
が
低
く
な
る
こ
と
を

熱
需
要
先
か
ら
期
待
さ
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
初
期
投
資

費
用
が
大
き
く
な
る
と
と
も
に
収
入
が
低
く
抑
え
ら
れ
、

事
業
採
算
が
取
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
、
等
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
な
お
、
八
潮
、
光
が
丘
団
地
は
、
計
画
当
初
か
ら
地

域
熱
供
給
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
熱
供
給
配
管
の
大
部

分
は
住
宅
建
設
事
業
者
の
負
担
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

③
－
都
市
排
熱
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
清
掃
工
場
等
の
都
市
排
熱
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
大

き
な
原
因
は
、
熱
を
効
率
的
に
活
用
で
き
る
熱
需
要
密

度
の
高
い
大
規
模
熱
需
要
先
と
排
熱
発
生
源
が
離
れ
て

お
り
、
い
わ
ゆ
る
位
置
的
な
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
東
京
二
十
三
区
で
見
る
と
、
清
掃
工

場
は
区
部
周
辺
の
内
陸
部
及
び
湾
岸
部
に
点
在
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
規
模
熱
需
要
地
は
、
都
心
部
及

び
今
後
、
臨
海
部
副
都
心
を
始
め
と
し
て
大
規
模
な
再

開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
東
京
湾
岸
地
域
で
あ
る
。

　
こ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
決
す
る
方
策
と
し
て
、
大
規

模
熱
需
要
地
と
排
熱
発
生
源
を
リ
ン
ク
し
て
熱
輸
送
を

行
う
熱
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
考
え
ら
れ
る
。
熱
輸

送
ル
ー
ト
の
選
定
、
大
深
度
地
下
利
用
の
可
否
、
物
流

シ
ス
テ
ム
等
都
市
施
設
管
路
と
の
併
設
可
能
性
な
ど
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
多
い
が
、
実
現
で

き
る
な
ら
、
ご
み
焼
却
排
熱
を
始
め
と
し
た
未
利
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
飛
躍
的
に
進
む
こ
と
に
な
る
。

　
東
京
都
に
お
い
て
は
、
卸
熱
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

検
討
を
主
眼
に
、
清
掃
工
場
排
熱
の
積
極
的
な
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
三
ヵ
年
計
画
で
「
清
掃

工
場
余
熱
利
用
推
進
化
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
調

査
の
初
年
度
で
あ
る
本
年
は
、

①
清
掃
工
場
に
お
け
る
熱
利
用
の
現
状
調
査
・
評
価

②
清
掃
工
場
発
生
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
先
調
査

③
清
掃
工
場
に
お
け
る
熱
利
用
推
進
化
技
術
の
調
査

④
清
掃
工
場
に
お
け
る
新
規
熱
利
用
事
業
の
可
能
性
調

査⑤
熱
輸
送
管
路
と
清
掃
工
場
間
ご
み
中
継
輸
送
シ
ス
テ

ム
と
の
一
体
化
調
査

を
主
体
に
行
う
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年
度
の
調
査

結
果
を
ふ
ま
え
、
次
年
度
以
降
の
調
査
フ
レ
ー
ム
を
抽

出
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
特
に
、
本
年
は
各
種
の
余
熱
利
用
モ
デ
ル
に
よ
る
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
、
そ
の
経
済
効
果
、
政
策
効
果
を

検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
都

心
部
等
の
大
規
模
熱
需
要
地
に
清
掃
工
場
を
立
地
し
、

熱
供
給
を
行
う
「
熱
需
要
地
立
地
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て

調
査
・
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ご
み
処
理
上
は

も
ち
ろ
ん
、
熱
供
給
に
お
い
て
は
、
都
心
部
等
に
清
掃

工
場
を
立
地
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
し
か
し
、
土

地
の
有
効
利
用
及
び
住
民
対
策
上
、
清
掃
工
場
の
地
下

化
を
含
め
た
検
討
、
ま
た
、
合
築
に
よ
る
工
場
上
部
空

間
の
多
目
的
利
用
の
検
討
等
対
処
す
べ
き
課
題
も
多
い
。

　
東
京
都
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
ふ
ま
え
、

清
掃
工
場
で
発
生
す
る
未
利
用
の
膨
大
な
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
平
成
十
二
年
度
ベ
ー
ス
で
約
八
千
テ
ラ
カ
ロ
リ
ー
）

を
活
用
し
、
ご
み
の
資
源
化
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
な

お
い
っ
そ
う
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
余
熱
利
用
推
進
化
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
国
、
電
力
・

カ
ス
等
の
監
督
官
庁
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
及
び

そ
の
他
関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
助
力
を
、
こ
の
紙
面

を
借
り
て
、
強
く
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

＜
東
京
都
清
掃
局
工
場
管
理
部
副
主
幹
（
発
電
計
画
担

当
）
＞

　
（
注
）

１
　
ギ
ガ
カ
ロ
リ
ー
　
百
万
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

２
　
テ
ラ
カ
ロ
リ
ー
　
十
億
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
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